
事前評価調書（事業費 10億円未満） 

事業名 都市計画道路 豊中岸部線 

担当部署 都市整備部 交通道路室 道路整備課 街路建設グループ（連絡先０６－６９４４－９２８０） 

事業箇所 大阪府吹田市岸部中三丁目～岸部中四丁目地内 

目的 

都市計画道路豊中岸部線は、大阪北部の道路交通ネットワークを形成する路線として計画

され、豊中市の府道大阪池田線から吹田市中央部を経由し、大阪市界までを結ぶ延長約 

１０．５ｋｍの幹線道路である。 

当該区間（府道大阪高槻京都線の岸部北交差点～岸部地下道 Ｌ＝２６２ｍ）は、現道の

吹田市道岸部中内本町線が供用しているが、吹田操車場跡地のまちづくり計画が進められて

おり、今後、周辺の交通が増大することが想定されるため、道路整備への期待が高まってい

る。 
【目的①：交通の円滑化】 
広域的な幹線道路である府道大阪高槻京都線との交差点は朝夕のラッシュ時には長い渋滞

が発生し、地域の社会・経済活動などに支障をきたしている。また、吹田操車場跡地のまち

づくりにより発生・集中する交通により、今後、渋滞が増えることも危惧される。今回の整

備は、交差点の渋滞緩和とＪＲ岸辺駅北側に整備された北駅前広場へのアクセスを目的に、

右折レーンを設置し、現道を拡幅することで交通の円滑化を図る。 
【目的②：交通安全対策】 
現道の市道岸部中内本町線は歩道が狭隘であり、交通事故が多数発生している。また、当

地区は吹田市のバリアフリー基本構想の重点整備地区に位置づけられており、バリアフリー

に配慮した自転車歩行者道を整備することにより、安全・快適な歩行空間を形成する。 
【目的③：防災対策】 
 府道大阪高槻京都線は、災害時には、救急、救命、緊急物資の輸送、復旧、復興などの役

割を担う広域緊急交通路に指定されている。本路線の整備により、防災道路のネットワーク

が形成され、地域の防災力の強化につながる。 

内容 
道路拡幅工 延長Ｌ＝２６２ｍ 幅員Ｗ＝３４ｍ  

右折レーン設置Ｎ＝１箇所 

事業費 

 

 

 費用（億円） 備 

事業費 ９．３  

内

訳 

調査費等 ０．２ 測量費及び設計委託費 

用地費 ６．３  

補償費 １．６  

工事費 ０．８ 街路築造工事及び舗装工事 

事務費 ０．４ 旅費・庁費・人件費・雑費等 
 

【事業費の積算根拠】 

予備設計により、線形、断面等を設定し、数量

を算出。事業費は積み上げにより算出。 

【工事費の内訳】 

街路築造工事 約０．４億円 

舗装工事   約０．４億円 

事業費の変動要因 

【今後の事業費変動要因の予測】 

用地補償費の算定については、概算額で計上しており、具体的には今後、詳細な調査によ

り確定することから、事業費が変動する可能性がある。 

維持管理費 
約１３０万円／年（大阪府内の主要地方道における道路維持管理実績の５年間の 

平均値：５００万円／ｋｍ・年） 

関連事業 
独立行政法人 都市再生機構 施行 吹田操車場跡地土地区画整理事業 

 ・施行面積＝約２２．１ｈａ、平成２７年度末換地処分予定 

上位計画等に 

おける位置付け 

大阪府都市整備中期計画（案）平成２４年３月 

街路事業（吹田操車場跡地開発関連）として位置付け 

事業をめぐる社会

経済情勢等 

◯周辺地域の状況 
吹田操車場跡地土地区画整理事業では、「緑と水につつまれた健康・教育創生拠点」の創

出をコンセプトに居住機能も付加した持続可能で先進的な環境都市モデルとなるまちづく

りが平成２１年度より進められており、平成２４年度には、岸部駅が橋上駅化され、駅北側

に交通広場が供用している。また、平成２５年度からは街区開発が進められる計画となって

おり、平成２７年度末には換地処分が予定されている。 
 
◯現道の状況 

路線名 実施日 交通量 
吹田市道岸部中内本町線 
（吹田市岸部中４丁目） 

平成２３年 
５月２５日 

１１，２５２台／１２ｈ 
 

 
○交通事故発生件数  
４９件（平成２０年１月１日から平成２３年１２月３１日までの４年間） 

地元の協力体制等 地元市から早期の整備要望がなされており、府市が協力して進める。 

事業の投資効果 

＜費用便益分析＞ 

または 

＜代替指標＞ 

[効果項目] 

○走行時間短縮 

○走行経費減少 

○交通事故減少 

 

当該区間の費用便益分析 

[分析結果] 

Ｂ／Ｃ＝４．１  Ｂ＝３５．８億円  Ｃ＝８．７億円 

 [算出方法] 

国道交通省「費用便益マニュアル（平成２０年１１月）」により算出 

※総便益及び総費用は基準年（平成２４年）における現在価値で算出している。 
社会的割引率は年４％、供用開始は平成３０年、費用便益の算定期間は供用開始から  

５０年としている。 
※総費用＝事業費＋維持管理費 
[受益者] 

地域住民・道路利用者 



定性的分析 

[効果項目] 

・駅への交通利便性の向上 

・バリアフリー基準に沿った歩道の整備 

・交通事故減少 

・災害時の防災機能向上 

事業段階ごとの 

進捗予定と効果 

【事業スケジュール（案）】 

平成２５年度 事業認可取得 

平成２５年度～平成２６年度 用地測量 

平成２６年度～平成２８年度 用地買収 

平成２８年度～平成２９年度 街路築造工事 

平成２９年度 供用開始予定 

完成予定年度 平成２９年度 

代替手法との 
比較検討 

○歩道拡幅及び右折レーンの設置 

都市計画道路豊中岸部線は広域的な幹線道路として都市計画決定されているため、部分的

な改良は困難であり、将来計画との整合を図り、都市計画幅員で整備する。 

自然環境等への 
影響とその対策 

○自然環境…本事業は、既存市街地を通過する道路であり、植樹帯の整備により緑を創出す

る。 

○騒  音…広幅員の歩道や植樹帯の整備により、発生源からの減衰が大きくなる。さらに、

低騒音の舗装の採用により低減効果が期待できる。 

○振  動…広幅員の歩道を整備することにより、発生源からの減衰が大きくなる。また、

道路を適切に維持管理し、舗装等の状態を良好に保つことにより振動の影響を

軽減できる。 

○大気汚染…渋滞緩和による排気ガス等の低減効果も期待されることから、影響は少ない。 

その他特記事項 
 

 

対応方針 

事業実施 

＜判断の理由＞ 

本路線の整備により、交通の円滑化、交通安全性の向上、防災力の強化が図れることから、

事業を実施する。 
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